他者との関わりの中で,自己の思いを表現する造形活動：生活や社会と豊かに関わる題材を通して（第57回（平成24年度）公開研究発表会　美術科発表要項） by 高橋,庸子
第 57回(平成 24年度)公開研究発表会 美術科発表要項
他者との関わりの中で，自己の思いを表現する造形活動
一生活や社会と豊かに関わる題材を通して一
高橋庸子
1 研究テーマ設定の趣旨
新学習指導要領における美術科の目標は，①美的，造形表現・創造，②文化・人間理解，
③心の教育の三つの視点でとらえることができる。これらを踏まえ，本校美術科でも確か
な実践を行っていく必要があると考えている。そのためには，技能を身に付けさせるだ
けではなく，自己の心情や考え，イメージを基に自分が表現したいことを意識して
表現させ，自分の感じたことを大切にして鑑賞させることが重要である。もちろん，
自分を表現させるためには，基礎的な能力が不可欠であり，技能と精神性が合わさるこ
とで，表現や鑑賞における生徒の自己実現が果たされることは言うまでもない。
これまで行った本校生徒の実態調査では，次のような状況が浮かび上がった。
・自分の感じ取ったことを明確にし，追求するよりも，周囲が高く評価する表現方
法を選んで制作しようとする傾向があること
・美術科の学習は，絵の描き方・物の作り方を学ぶものであるという理解にとどま
り，実生活に結びつくものだという意識が薄い生徒がいること
これらの状況から，本校生徒の美術科に対する意識が技術偏重で，精神性や実用性につ
いてはあまり実感できていないことが分かった。
美術科としてのねらいや本校の共同研究，生徒の実態を鑑みた結果，上記のようなテー
マを設定し，研究を進めることとした。
表現や鑑賞の活動の中に他者との関わりを設けることは，自己の心情を成長させるだけ
でなく，周囲との調和や，さらには社会との関わりについて考えさせ，社会の中で生きて
いく人間として成長する一過程とすることができるのではないだろうか。また，そのよう
な学習を重ねることで，生涯にわたって生活や社会の中で美術の知識や技能を生かしてい
こうとする姿勢をはぐくむことができるのではなし、かと考えた。
? 。
2 研究計画
|第 1年次) (1)研究仮説の設定
(2) 生活や社会と豊かに関わる授業の試行と改善
|第 2年次) (1)年間指導計画，評価計画の検討
(2)授業実践と検証
|第 3年次1 ( 1 )年間指導計画，評価計画の検証と改善
(2)授業実践と検証
(3)研究の成果と新たな課題の考察
3 研究内容
(1)研究の具体的な考え方
本校美術科として具体的に身に付けさせたい力を次に記す。
ア自己の心情や考え，イメージを基に創造活動を行う能力
イ他者の表現方法や多様な意見を理解し，それを自分の創造活動に生かそうとする
態度
ウ学んだことを他教科や日常に生かそうとする態度
エ自己の思いを表現するために，適切な表現方法を選択する能力
オ積極的な創造活動を行うための基礎的技能
カ自分の作品についての思いを説明したり，鑑賞した作品について感じた自分なり
の意味や価値を説明したりするための言語能力
キ自分の見方や感じ方に基づいて想像力を働かせる能力
これらのカを表現や鑑賞の活動で発揮することが主体的な創造活動を生み，創造の喜び
を感じ，表現の楽しみを身に付け，美術科で学んだことを社会や生活に生かしていこうと
する態度をもつことにつながっていくと考えられる。
これらを身に付けさせる具体的な手だてを検討していき， r美術科の学習は，生活を豊
かにすることにつながるJことを，生徒に実感させる授業づくりを進めていきたい。
今年度は，これまで整理してきた，上記の身に付けさせたい力の中の，ア，イ，ウ，キ
に重点を置き，研究を進めている D
また，昨年度行ってきた「身近な生活を豊かにする題材の研究jをさらに発展させ， r自
分や家族以外の人たちの生活にも目を向けさせる題材の研究Jを進めている。そして今後
は更に広い社会に視野を広げ，美術と社会との関わりについて考える姿勢を身に付けさせ
ていきたい。このように段階的に視野を広げさせることで，生涯にわたって生活や社会と
美術との関わりを意識させていきたいと考えている。
授業作りの各学年の視点としては，次のように考える。第 1学年では小学校の図画工作
科で身に付けた能力を基盤とし，身近なものに目を向けて素直な気持ちで対象と向き合い，
感じ取り，表現，鑑賞の活動を行う。また，さらに表現や鑑賞の活動を発展させていくた
めの基礎的技能を習得する。 2・ 3学年では第 1学年までに学んだことを生かし，さらに
発展させ，対象を自己の内面や社会にまで広げる D 自己の内面については，心の世界など
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を深く見つめ，発想し，独創的な表現の方法を工夫する。社会を対象に考える場合は，客
観的な見方を取り入れ，目的や条件，機能に合わせて，広い視野を持って発想・構想し，
それまでに学んだことを表現意図に合わせて選択し，活用する。また，第 2・3学年では，
鑑賞の活動を通して，日本や諸外国の文化理解を深め，考え方を広げるとともに，美術を
生活や社会，歴史などと関連させて，自分の生き方をも見つめていくことを目指す。
(2)本校共同研究との関連
本校共同研究では，次のような生徒の育成を目指している。
0自己と周囲との調和を図ることのできる，自己肯定感の高い生徒
0よりよい集団・社会を築こうと，自ら考え判断し，行動(実践)できる生徒
目標達成の手だてとして，教育活動の中に「協同 j などを効果的に取り入れるこ
とがあげられ，それによって生徒は「確かな学びJを実践し，目指す生徒像に近づ
いていくと考えるものである。
学習指導要領による美術科の目標では，自分の見方や考え方を大切にし，感性や
情操を育成することの重要性があげられており，また，表現，鑑賞の活動の全課程
を通して創造活動の喜びを感じさせることが，生徒に自己肯定感を強く感じさせる
ことにつながるとしている D
本校美術科でも主体性を大切にし，表現や鑑賞の活動を通して心を豊かにはぐく
むことで，美術で学んだことを生活や社会に生かす態度を培っていきたいと考えて
いる。そのために身に付けさせたい力は，先に記した。それらの育成を目指す題材
の研究，実践は，美術科としての生徒の「確かな学びJ につながり，目指す生徒像
に近づける一過程になると考えている。
なお，共同研究で推進する「協同j についての美術科としての考え方は，次のよ
うである。
本校共同研究での協同とは， (①互いの考えを認め伝え合いながら互いに協力し，
一つのものを作り上げたり追究したりすること ②多様な見方や考え方に触れた
り，互いの考えを伝え合ったりすること)である。①の場合，同じ目的のために役
割lを分担することも考えられる。美術科では，教科の性質上， w共同』の「優劣・
上下のない立場で，生徒が自分の良さを生かしながら学習課題の解決のために協力
して，表現や鑑賞の活動に取り組むことにより，生徒一人一人の態度や能力がはぐ
くまれる」という考え方に沿って，授業を行っている。このことから，授業での協
同的活動は，②の考え方を踏まえ，表現活動で直接的に行うのではなく，鑑賞や表
現の過程における意見の交換の場で行い，互いの多様な見方や考え方に触れること
で，思考を深め，感性を磨き，その後の表現や鑑賞に有効に作用するように取り入
れていくこととする。
(3)実践事例
事例 1 W新聞のオリジナル題字を作成しよう!~ 
-対象学年 ( 3学年〕
-時数 (3時間扱い〕
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本題材を行ったのは， 3年生が中学校卒業を控え，新たな生活環境へ向かう準備を始め
ている時期である。社会に目を向けるようになった生徒も多く，日々新聞に目を通す習慣
がついた者も少なくない。普段何気なく見ている新聞の題字に注目させ，題字の特徴や美
しさ，役割について考えさせることで，社会と美術との関わりを感じさせたいと考えた。
また，自ら題字をデザインし実用化の可能性を持たせることで，美術が生活により身近な
ものであると実感させたいと考えた。
題材の評価規準 下線部は共通事項
樹オの矧面規準
美術への関IL、官欲態度 発担併詩想、の能力 倉出節句な技能 鑑賞の能力
新聞の題字のデザイン 新聞を見る人の気持ち 溜防惑覚，感性特1雌句 感性や想像力を働かせ
や独特な表現方法など や，デザインの効果など な技能を働かせ，虚金色 て，各新聞の題字のデザ
に関心を深め，目標をも を考え，感性キ想像力を 彩σy効果的な生かし方な インや友達のデザインの
ち，自分のよさを生かし 働カ制強制・総併句lこ どを総併に考えt 新聞 よさや美しさ，生活と美
て創造活動に主体的に 考えて豊かな発想や構 の題字に合う表現方法を 術との関わりなどを感じ
取り組み自己実現の喜 成を工夫し，心豊カな表 倉l臆工夫し，美しく倉l随 取り，自分の価値意識を
びを味わい，美術を愛好 現制;嗣尽をする。 的に表す。 もって楯平し合う。
し心豊かな生活を創造
していこうとする。
指導と評価の計画
時 学習活動 指導上の留意点 評価規準
1 -様々な新聞の -全国青氏や地方新聞など， 関q灘賞する喜びを味わい，生活と美術とのかか
題字を鑑賞し， 数種類の題字を提示するこ わりを理解し，美術を心豊かな生活を創造し l
題字の特徴や美 とで，各社それぞれの特徴 ていこうとする。
しさなどについ の違いを考えさせ，工夫点 酬の様子ワークシート|
て考える。 に気づかせるようにする。 鑑①題字のデザインの洗練された美しさなどを
-新聞社がどのような意図 感じ取っている。
で題字を決定したのかエピ |活動の様子 ワークシート|
ソードなどを紹介し，題字
への興味，関心を高める。
2 -オリジナルの -題字は新聞の顔であり， 関②デザインの効果や構成の仕方，創意工夫の仕
新聞の題字を制 新聞の印象を左右するも 方に関心をもっ。
作する。 のであることを意識さ 想①見る人の気持ちを想像し，新聞の種類やコ
(学校新聞に絞 せ，新聞の種類やコンセ ンセプトに沿った題字を発想する。
り，新聞委員会 プトにあった題字を考えさ |ワー クシー ト|
での実用化も視 せる。 倉Ij①自分の伝えたいイメージに合う方法を選択し，
野に入れて考え 形や色彩の勃果的な生かし方などを総倒句に考えE
るo ) 相手に分かりやすく美しく表現するD
|ワークシート|
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3 -作品のコンセ -作品の美しさやおもしろ 関③作者の意図に興味をもち，そのよさを感じ取
プトを発表し， さに着目するだけでなく， り味わおうとしている。
お互いに批評し 新聞の種類やコンセプトに 陣動の様子 ワークシート|
あう。 あっているかどうかについ 鑑②作者の意図や表現の工夫など感じ取り理解し
て考えさせるD 自分の価値意識をもって作品を批評し合う。
E・E・_.__ |活動の様子 ワークシート|
匡自様々な新聞の題字を鑑賞し，題字から受ける印象や特徴を考える。
(全国新聞，地方新聞，合わせて 18新聞の題字を鑑賞した。)
題字への興題字のエピソードなどを紹介し，
味，関心を高めた D
<朝日新聞の題字東西比較>
と西日本(愛知東日本(静岡県以東)題字の地紋は，
で異なっている。東京本社と北海道支社の地紋県以西)
として東京に進出した頃は， 1888年に「東京朝日新聞J
『敷島の大和心を.から使用している「サクラ Jであり.
人をはぱ朝日ににほふ山桜花jの古歌の意味を表してい
る。大阪本社と西部本社，名古屋本祉の地紋は「浪速の
大阪で創刊された新聞で葦(なにわのあし) J であり，
あることを表している。
一一
嶋崎鞠〉
各社の新問題字
朝日新聞の題字東西比較図 l
写真 2
~生徒のメモから~
〈朝日新聞〉
・古い感じ。背景のデザインが桜でおしゃれ0
・華やか。 r新」の字が変わっている 3
・地方によって背景が変わるので，旅先での楽しみになりそう 3
???
新聞を鑑賞する生徒写真 1
〈毎日新聞〉
・色がきれいで目立つo コンパクトにまとめであってよい。
〈読売新聞)
・旧漢字とアルファベットを用いてすっきりと見える。他の新聞は題字の背景が華やかな
のに比べてシンプルだ。みんなが読むからかっちりした漢字にするのかな?
(北海道新聞)
・かわいい感じがする。星大があることで，北海道では空が澄んでいて星がきれいに見え
るのかなーと思った。北斗七星と北極星を見つけた。
〈新潟日報)
・新潟に特徴を表す雪の結晶が背景。結晶の数と配置がちょうどよい0
・雪の多い県だということがよく分かる D 地域性をアピールしている。
〈河北新報)
「報Jの字をあえて昔の字にしていることや，しっかりした習字の字で書いていること
で，しっかりと伝えるという意志が伝わってくる。
・しっかりした印象を受けた。背景が無く，きっちりした文字のみを書くことで，内容が
しっかりして正しい新聞だと知らせようとしているのではと思った。
〈埼玉新聞〉
・地元をイメージさせるような絵がたくさん描かれている。
古墳→「埼玉j の名前の由来の『さきたま古墳』
サッカーボール→『浦和レッズ』
野球→『西武ライオンズ』
・背景の絵が多いが，細い線でシンプルなので， うるさくない。
意"1'，'1???
図2 新聞の題字
匡函オリジナルの新聞の題字を制作する。
(今回は学校新聞に絞り，実際に使用することも視野に入れ，制作する。)
題字を決める上で大切にしたいことは何なのか，考えてアイディアを練る。
~生徒のメモから~
-文字を見やすくする。
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-オリジナル性を打ち出す。
「手にとってもらいたいJ r気軽に読んでほしいJ r信頼してほししリなど，それぞれ
の目的でデザインや書体を工夫する。
・文字は見やすく，背景はシンプルに，字は太く 0
・読みたくなるように， rふちどり J rマークJを入れる。でも逆に描きすぎないように。
大切なのは，アピールポイントを絞り込むこと。題字から(新聞を)作った人の意図が分
かるような題字を作りたい。
特色の強い題字，絵が多く楽しい題字を好む生徒が多いが，逆にシンプルなものや「字j
そのものが目立つ題字に惹かれる生徒も多い。
記事とのバランスなども考えて，インパクトがありながら主張しすぎない題字を考える
よう，助言した。(鑑賞の時点で，このポイントにすでに気付いている生徒もいる。)
鑑賞から得られた視点を基に，生徒会新聞の題字のデザインを考えた。アイディアスケ
ッチの一部を下に掲載する。
図6 生徒のアイディアスケッチ④
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図 4 図 5生徒のアイディアスケッチ。
図7 生徒のアイディアスケッチ⑤
事例2 W心温まる灯りをともそう』
-対象学年 ( 1学年〕
-時数 ( 7時間扱い〕
生活において灯りは欠かせないものであり，日常の様々な場面を演出するものである。
灯りには，光の美しさとそれを遮断する形によってできる影の美しさがある。灯りは，こ
の二つの相反する美しさによって，幻想的な雰囲気を作り出している。最も日常的なもの
? ?
でありながら，非日常の雰囲気を作り出す照明の制作によって，美しいものに感動し，美
しいものを日常に取り入れようとする態度を育てたいと考えた。
また，昨年の 3月には，多くの生徒が停電を経験し，灯りの大切さを改めて実感してい
る。電力不足が報じられる今，夏の夜に，制作した照明作品を囲んで，家族が優しい気持
ちで団鍵できるような，そんな情景を想定してこの題材を設定した。
照明の制作は，光や，影の形の美しさを素直に感じられる題材だと考える。照明の持つ
幻想的な雰囲気は，生徒の興味関心を引き，自分の目と心で光の明るさや温かさ，影の持
つ神秘的な表情などを感じ取らせることができた。また，電気を使わない照明作品は停電
時の経験と結びつき，生徒は身近なものとしてとらえることができたようだ。
指導に当たって，研究との関連を考え次のことに留意した。
0 題材と生活との関わりを感じさせ，興味関心を高めるための工夫
照明を制作することは日常生活に関わることであることを実感させる。
自分にとって，どのような灯りが心地よいのか，主観的に考えさせる。
材料は多岐にわたり，材質によって，使用者に様々な感情をもたらすことを考えさ
せる。
光を透過する材料の美しさと，材料が光を遮断した形によってできる影の美しさに
気付かせ，照明が生む幻想的な雰囲気や心理的効果を味わわせる D
0 自分の思いや他者の意見を大切にし，考えを深める活動の工夫
グ、ループで話し合い，材料の種類を分類することで，材質によって使用者にもたら
す感情が違うことを考えさせる。
灯りの種類によって，使う人に与える心理的効果が変わり，また，シェードの素材
との組み合わせでさらに変化することを，グ、ループ観察の中で他者の意見も聞きな
がら実感させる。
灯りから感じる思いは人それぞれであることに気づかせる。
作者の表現意図や工夫を感じ取り，多様な表現方法や考えに触れることで自分
のものの見方を深めさせる。
写真 3 生徒の作品① 写真 4 生徒の作品② 写真 4 生徒の作品③
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賠訴オの棚規準 下線部は共通事項
麟抑制面規準
美術への関，心意欲態度 発想持構想の能力 倉雌'-Jな櫛色 鑑賞の能力
美術の創造活動の喜び 感性や想像力を働かせ 照明の性質を理塊卒し，つ 感性や想働3を働かせ，
を味わい，照明の機能 て，照明を制作する目的 くり方常意図口芯じた封 逝形的な美しさ，作者の
や目的を考えて表現す キ条件，用途号機能，使 料や用具の生かし方など 意図や表現の工夫を感じ
ることに関心をもち， 用する人の気持ちなどを の基閥均な技能を身に付 取り，針料や光の色の
主体的に構想を練った 基に，美しさなどを考え， 立」感性そ唱し同象力，造形 違いが使う人に異な
り材料や用具を生かし 表現の構想、を練ってい 感覚などを働かせ，見通 る心理的効果をもた
たりしようとしてい る。 しを立てながら創意工夫 らすことに気付いた
る。 し，美しく表現する。 立ム一生活における美術の
働きについて理解したり
する。
指導と評価の計画
時 学習活動 指導上の留意点 評価規準
1 -日常の灯りに -灯りを必要とする状況を具体的に考え 関①日常の生活を豊かに演出す
ついて考える。 させ，灯りが生活に欠かせないものであ る照明の灯りに関心を持ち，主
ることを感じさせる。 や影の形や色の美しさを主体
-シェードの材料 -材質から受ける印象を分類させること 的に感じ取ろうとしている♀
やライトの種類 で，材料が与える心理的効果について考 |発言の様子 ワークシート|
によって使用す えさせる。 鑑①照明が住る光や影の美しさやzシ
る人の感じ方に • 3種類のライトを用意し，灯りの色 ェードの材粧やライトの種類によ l
違いが生じるこ の違いによって，受ける印象がどう違 って使用する人に生じる感じ方の
とを感じ取る。 うのか，考えさせるD 違いなどに気付くとともに，生活を
-光と影の性質 -光を透過する素材と遮断する素材に 美しく豊かにする照明の働きを感
を知る。 光を当て，照明が生む幻想的な雰囲気 じ取り，自分の思いや考えをもって
や心理的効果を感じ取らせる。 味わっている。
-持ち寄った材料に光を当てさせ，素 |活動の様子 ワークシート|
材が光に透ける美しさと，光を遮断し
てできる影の形の美しさに気付かせ
る。
2 -構想、を練る。 -いつ，どこで，だれと使うのか，場 関②照明の用途や機能，使用する人の
面や状況を想像させ，構想を練るよう 気持ちなどを考えて制作すること
にさせる。 に関心をもち，主体的に構想を練ろ
-使用して心地よいと思う照明を構想 うとしている。
させる。 情動の様子 ワークシート|
-光と影の効果に着目させ，心地よく |スケッチブック|
生活を演出する照明を考えさせる。 想①照明の用途や機能，使用する人の
-自分にとって必要な灯りの雰囲気に 気持ち，~オ位などから t 光や影の形
? 。
あった材料を選ばせるようにする D や色の効果を生かして美しさなど
を考え2 表現の構想を練っている。
|ワー クシー ト スケッチブック|
3 -照明を制作す -材料や用具の性質によって，強度や組 関③が針や用具の生かし方を工夫
6 る。 み立て方が違うことに気付かせ，見通し ム」制作の順序などを主体的に
をもって制作で、きるようにさせる。 考え，表現しようとしている。
-失敗を恐れずに，尚子錯誤しながら意 |活動の様子作品|
図に合った表現がで、きるようにさせる。 想①照明の用途や機能，使用する人の
-準備した材料が，表現意図に合ってい 気持ち，封担などから2光や影の形
るかどうか考えさせ，必要に応じて，材 や色の勃果を生かして美しさなど
料や用具を変更したり，追加したりさせ を考えz表現の構想、を練っている。
る。 |活動の様子作品|
創①自分にとって必要な灯りのイ
メージをもちながら意図に応じ
て討を1.や用具の生かし方などを
考え創意工夫して表現
る。
情動の様子作品|
7 -お互いの作品 -ものの見方や感じ方は人によって様々 関④制作された照明の目的や機能と
を鑑賞し合う白 であることに気付かせ，互いの表現や考 美しさの調和，怖のぽい噸いl
えを認め合うようにさせる白 などに関心をもち，主体的に感じ取
-多様な表現方法や考えに触れ，自分の ろうといているD
ものの見方を深めさせる。 |活動の様子ワークシート|
鑑②照明を使う目的や機能と主O)~
や影の形などの美しさの調和E作品
全体のイメージ，使う人に対する作
者の心遣い，作品に込められた作者
の思いや願いなどを感じ取り，自分
の思いや願いをもって味わってい
る。
|活動の様子 ワークシート|
事例 3 W ハローキティは，なぜうけるのか?~
-対象学年 [ 3学年〕
・時数 [ 1時間扱い〕
今や日本の「かわし、いj 文化は，世界に浸透している。その中の代表格であるハローキ
ティの鑑賞を，資料を基に行った。キティは誰もが知っている身近なキャラクターだが，
アートとしてとらえている生徒は少ない白世界のアーテイストも注目し，様々な人とのコ
ラボレーションが実現しているこのキャラクターに注目させ，アートとしてのハローキテ
ィを鑑賞させることで，現代美術への関心を深めさせたいと考えた。
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図9～11は権利の都合上
リポジトリでは公開していません
くなぜご当地キティはこんなにも広がったのか〉
・単純な見た目なので，アレンジしやすい D
・何をかぶせてもキティだから(キティに見える)
・どんな物を身に付けてもかわいい シンプルだ、から?
.コレクターがいるから
〈ノ、ローキティはかわいいだけでなく何に変化していっているのか〉
・自然や身に付ける物に同化してきている。(アートオブジェプロジェクトから)
・日本文化 ・芸術 ・適応力のかたまり
・アートや服装など，日常に取り入れられてきている D
.表現する物のキャンパスのような存在になっている。
4 今後の課題
これまで，美術と生活との距離を，より近づけられるような題材を取り上げてきた。そ
れによって，生徒が美術科の学習を生活の一部だと感じ，美術科の学習活動以外の場でも，
学んだことを生かしてほしいと考えたからだ。
昨年度は，身近な生活に目を向けさせ，生活が楽しく豊かになるような学習を心がけた。
授業で制作した作品を実際に家庭で活用したという報告もされており， うれしい限りであ
る。今年度は，自分や家族以外の不特定の人たちとの関わりも考えさせる題材を取り入れ，
今回の公開授業で提案したいと考えている。そして，今後はさらに広い視野をもち，社会
と美術との関わりについて考えさせる授業を進めていきたい。
また，精神性の面でも，これまでの研究を通して，自己の内面に重点を置いた創造活動
を行う生徒が増えてきたと感じている。他者の作品や様々な考えに触れ，また，自分の作
品の意図を発表する場面を作ることで，作品への自信をもち，自己を肯定する姿勢をもっ
様子が見られた。
このように一定の成果は見られたものの，本校美術科として具体的に身に付けさせたい
力が十分であるとは言えない。これらをさらに身に付けさせる努力が必要である白
また，美術科の学習が生活や社会と多くの場面で関わっているのだという意識を，もっ
と育ててし、かなければならないと考える。これまで，生徒たちが様々な場面で，美術科で
学んだことを無意識に活用していることに間違いはないのだが，より一層意識して，他の
教科や生活の中に生かそうとする姿勢をはぐくんでいきたい。
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